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町町
村村
協協
会会
だだ
よよ
りり
��
‐‐
②②
（（
網網
走走
地地
区区
滝滝
上上
町町
））

〜〜
親親
睦睦
研研
修修
旅旅
行行
のの
旅旅（（
前前
号号
かか
らら
のの
続続
きき
））〜〜

前
号
に
引
き
続
き
、
網
走
地
区
滝

上
分
会
（
小
谷
孝
一
分
会
長
）
の
親

睦
研
修
旅
行
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

前
回
の
あ
ら
す
じ

九
月
十
四
日
、
身
体
障
害
者
滝
上

分
会
の
会
員
参
加
者
二
十
三
名
の
期

待
と
楽
し
み
に
、
一
路
、
定
山
渓
へ

と
出
発
。
途
中
、「
滝
野
す
ず
ら
ん

丘
陵
公
園
」
を
見
学
し
た
り
、
ゆ
る

や
か
な
登
り
道
を
歩
い
て
全
景
を
満

喫
。午
後
四
時
に
は
定
山
渓
に
到
着
。

和
や
か
に
夕
食
の
宴
、
賑
か
な
宴
会

を
終
え
る
。
旅
行
二
日
目
は
、
今
回

の
旅
の
第
一
の
目
的
地
「
藻
岩
山
慰

霊
碑
」
戦
没
者
の
お
参
り
の
墓
誌
の

前
に
立
つ
。
激
戦
地
沖
縄
で
戦
死
し

た
わ
が
町
出
身
者
が
四
十
一
名
祀
ら

れ
、
今
回
の
旅
行
者
の
中
に
は
、
血

縁
又
は
知
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

た
。
幾
度
も
撫
で
さ
す
っ
て
、
現
在

の
平
和
の
礎
と
な
っ
た
方
々
に
心
か

ら
祈
り
を
捧
げ
た
。
昼
食
は
「
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
園
」
へ
。
ほ
ん
の
り
頬
を

染
め
た
人
も
皆
で
二
時
半
に
は
北
海

道
庁
及
び
赤
レ
ン
ガ
記
念
館
を
見
学

で
す
。

清
水
美
知
江
さ
ん
の
感
想
文（
続
）

総
務
課
片
山
様
の
案
内
に
て
説
明

し
て
頂
き
議
場
見
学
し
ま
し
た
。
こ

の
広
い
重
々
し
い
雰
囲
気
の
会
場
に

て
、
わ
が
北
海
道
の
進
む
べ
き
道
が

決
め
ら
れ
、
豊
か
な
北
海
道
と
な
る

べ
く
、
知
事
様
又
議
員
の
人
達
が
議

案
を
進
め
て
行
く
の
だ
と
、
少
し
緊

張
を
感
じ
ま
し
た
。
知
事
席
に
ふ
れ

て
見
た
り
、
記
憶
の
人
の
席
に
座
っ

た
り
し
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
次

に
秘
書
室
次
長
の
大
川
様
の
お
話
し

の
中
に
、
網
走
管
内
よ
り
四
名
の
議

長
が
選
出
さ
れ
た
由
、
現
二
十
七
代

石
井
孝
一
議
長
様
の
名
刺
を
頂
き
、

応
接
間
、
議
長
室
を
見
学
し
、
登
り

の
急
な
階
段
を
経
て
二
階
の
展
示
室

へ
入
る
と
、
各
国
の
土
産
物
等
が
あ

ま
た
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
程
の

都
合
に
よ
り
当
初
の
予
定
の
議
会
見

学
は
果
た
さ
れ
ず
残
念
で
し
た
が
、

種
々
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
、
代
表

の
方
々
の
今
後
の
御
活
躍
を
念
じ
な

が
ら
、
赤
レ
ン
ガ
前
に
て
記
念
撮
影

を
終
え
二
泊
目
の
山
渓
苑
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
盛
り
沢
山
な
る
知
識
を

貪
欲
に
メ
モ
し
頭
に
詰
め
込
ん
だ
は

ず
の
旅
行
も
、
夜
の
く
つ
ろ
ぎ
と
な

る
と
賑
や
か
下
戸
な
る
私
も
た
の
し

い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

三
日
目
の
朝
里
温
泉
に
向
う
途
中

の
景
色
は
、
早
く
も
黄
葉
を
見
せ
芒

穂
の
揺
れ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。途
中
、

二
ヶ
所
の
ダ
ム
が
有
り
、
螺
旋
状
の

道
は
最
新
の
技
術
を
駆
使
し
た
方
法

か
と
、
又
長
い
路
の
か
た
へ
の
絶
景

に
驚
き
な
が
ら
再
度
訪
れ
る
こ
と
も

な
か
ろ
う
と
記
憶
に
と
ど
め
な
が

ら
、
小
樽
へ
と
。
小
樽
で
か
の
有
名

な
「
北
一
ガ
ラ
ス
」
ま
た
「
か
ま
栄
」

に
て
土
産
を
調
達
す
る
人
あ
り
。

砂
川
に
て
昼
食
の
あ
と
一
路
帰
途

に
つ
き
ま
し
た
。
旅
行
の
車
中
、
加

藤
さ
ん
の
雄
弁
と
博
識
に
盛
り
上
が

り
、
た
の
し
い
行
程
で
し
た
が
、
今

回
の
旅
行
を
企
画
さ
れ
た
小
谷
分
会

長
そ
の
他
の
役
員
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
、
ま
た
来
年
も
元
気
で
旅
が

出
来
る
よ
う
に
、
私
た
ち
で
出
来
る

こ
と
は
頑
張
っ
て
資
金
の
調
達
の
一

端
で
も
と
思
っ
て
話
し
合
い
、
帰
宅

致
し
ま
し
た
。

�
�
�
�

一

障
害
者
権
利
条
約
批
准
に
向
け

た
国
内
法
制
の
整
備
を
要
望
す
る

一

施
設
か
ら
地
域
生
活
へ
の
基
盤

整
備
を
要
望
す
る

一

障
害
者
相
談
員
制
度
の
充
実
強

化
を
要
望
す
る

一

障
が
い
者
の
就
労
・
雇
用
支
援

の
拡
充
を
要
望
す
る

一

所
得
保
障
の
充
実
を
要
望
す
る

以
上
決
議
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
七
日

第
五
十
九
回
全
道
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
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広
大
会
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
村
協
会

の
皆
さ
ん
で
作
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

未
だ
投
稿
さ
れ
て
な
い
町
村
協

会
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
や
写

真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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対
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株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

道庁赤レンガ前にて

（２）（第６８０号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２２年１１月２５日）




